	事業名称
	「新たな教師の学び」に対応したオンライン研修コンテンツ開発事業

	事業者名
	〇〇法人　〇〇大学

	担当者氏名等
	○○部○○課○○係長　　○○　○○

	電話
	直通番号を記入して下さい。

	Ｅ－ｍａｉｌ
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	品名
	数量
	合計金額（円）

	交付決定時点での納入予定時期
	実際の

納入日
	計画時点での目的・使途
	実際の使途及び利用頻度（利用頻度の実態が補助事業の内容・実施計画等と比較し整合性・妥当について具体的に記述願います。）
	購入等の必要性及び理由（代替できる既存物品の有無を必ず記述して下さい。また、当該設備備品を購入した場合は、レンタルした場合と比較した結果についても併せて記入してください。）

	ノートパソコン
	　　１台
	　　○○○，○○○
	令和〇年
〇月
	令和〇年
〇月〇日
	本設備備品は、オンデマンド研修の作成にあたって動画や成果確認の各ファイルの編集作業や、次年度以降に当該研修の内容更新が必要となった際の編集作業に使用することを予定している。
	当初計画したとおり、特別支援教育に係るオンデマンド研修の各ファイル編集作業に使用した。
また今後は、当該研修を来年度に改訂予定の特別支援教育に係るガイドラインに則した内容に更新するための編集作業に使用することを予定している。


	本設備備品と同種のスペックを有するノートパソコンは学内には存在しない。また、次年度以降に当該研修の内容更新が必要となった際に、学内で柔軟に対応することが可能となることから、購入したものである。
なお、設備備品費に計上するにあたり、レンタルの場合と比較検討したが、購入の方が安価であった。

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計


	○，○○○，○○○

（○○○，○○○）
	


（別添３）





様式５別紙２―①（記載用シート）の積算内訳及び詳細に記入した品名と合わせてください。








「実績報告書（様式５）」及び「帳簿（別添２）」設備備品費の金額と一致させてください。





納入日の年度を忘れず記入してください。





学内での代替品の有無、レンタル品との比較を分かりやすく記入してください。











